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明治初期東京入の階層と　　　　　　　　　　　　　証
　　　　　　　　　　　　　μロ

ー一w安愚計鍋』を中心としで一

種との関係

飛田良文
1．はじめに

　現代東京藷の成立過程を明らかにするためには，現代東京語の直接の源流で

ある開治初期の実態を明らかにする必要がある。明治初期の東京語を反映する

文献は多いが，一一つの作晶で当蒋の言語位楕のすべてを含む作品はきわめて少

ない。そして，位相を反映する資料としては『安愚楽鍋護（明治4－5）以上

のものはみられないようである。私は，この資料を用いて，指定表現体系，否

定表現体系，入称代名詞の体系，動作を示す表現（する類）の体系，人名につ

く接辞類の体系について考察し，近倣の身分制を反映する言語位相を明らかに

してきた（i，1三1）。また，古田東朔，鈴木英夫爾疑にも同様の観点からの論考があ

る（滋2）。しかし，和語，漢語，外来語という語種の面からの語彙体系を考察し

た：ものはない。

　そこで本稿では，賜治初年の書語生活をもっともよく反映していると考えら

れる仮名垣魯文の『安愚楽鍋』を資料として，そこにあらわれる話しことばを

すべて考察の対象とし，そこに登場する各階暦の人物ごとに，その使用語を調

査し，語種の灘から明治初年の言語位相を明らかにしてみたいと思う。いいか

えれば，『安愚楽鍋』に登場する人物ごとに使用語彙表を作成し，その藷種を

分析し，それらの使用率が登場人物の身分・職業・性劉の位枳とどのようにか

かわっているか，その相関関係を明らかにしたいと思う。

　東京入の範囲は『安愚楽鍋』の登場人物すべてを含むものとした。それは，

東京ej　M本第一の都市であり，各地方入のたまり場であり，それらの人々が今

日の東京語を形成したからである。

　『安愚楽鍋謝の厩本には国立圏会図書館蔵本（麟立石語研究穆債料集9『安愚

楽鍋罵語索引』〈斎賀秀夫・飛田良文・梶原滉太郎擦当〉撰収）を使用した。
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2．　『安寝楽鍋』における語彙の実態

　『安愚楽鍋』に登場する人物は49名おり，このうち（A）実際に牛鍋を食べた

人物が22名（男18，女4）と，（B）それらの入物が話題にし，そのことばを引

用された人物が27旧いる（波3）。そして，『安愚楽鍋』の場合，話し手は二人連れ

か一人で牛鍋を食べており，話し手と聞き手とは一対～で囲定し，中に牛鍋屋

の女中に注文することばが若干加わっているだけである。そこで，話し手ごと

に佼用語彙を整理した。単語の認定はr安愚楽鍋用語索引』の自立語索引の見

出しに従った。くわしくは岡索引の凡例を参照されたい。

　語種の認定は，和語・漢語・外来語（沿三4）（外圏語を含む）・混種語・圃有名調

（闘有名講との複合語を含む）とした。したがって，圏有名詞は人名・地名・

店名・作品名と，これらを含む「○○人」，「○○さん」，のようなものを含ん

でいる。なお，登場人物が歌ったり引用した「歌」の類は，人物によって漢詩

であったり和歌であったり端曝であったりして位相の反映がみられるので，話

しことばとは区劉して集計し，（）に入れて付記した。

　『安愚楽鍋』における語彙の実態は，別表の人物鯛使用語彙表の通りであ

る。ただし，紙数の関係で，身分の明らかな「世」「商」「工」に属する五人を

例示し，他は省略した。別表の見出しは，稀語（平仮名）・漢語（片仮名）・外

来語（ローマ字）で示した。

3．　『安愚図鍋』における東京人の語彙量

　『安愚楽鍋』に登場した人物49名の使丁した話しことばの語彙量は，集計す

ると延べ語数7，354語，異なり語数3，301回目，使用董の多い順に並べると，各

人物励の実態は第1表（延べ語数）と第2表（異なり語数）のようになる。

　まず，延べ語数（第1表）からみると，

和　　語

漢　　語

外来語

混種語

5，065語　　68．9％

1，295語　　17．6％

　27語　0．4％

　5三5言吾　　　7．0％

（60言吾　　72．3％）

（17言吾　　20．5％）

（0語　　0％）

（2語　　　2．4％）
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鑓1表人物別使用度数表（延べ語数）
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第2表　人物溺使用度数表（異なり語数）
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　　置｝有名詞　　　　　452語　　　6、2％　　（4言葺　　　4．8％）　　…　（　）　内は歪歌

となり，和語が圧倒的に多い。外来語はきわめて少ない。人物瑚にみると，

（A）に属する男の使用した延べ語数は，「あくぬけした男」の466語を最高に

「牛」の59語まで，女は「歌妓」の573語から「それしゃあがり」の385語ま

で，（B）に属する人物は男が38語以下，女が88語以下である。

　次に異なり藷数（第2表）をみると，

和　　語

漢　　語

外来語

混種語

1，799語

　802語

　21語

　334語

54．5％　　（51語　　69．9％）

24．3％　　（16語　　21．9％）

0．6％　　　（0言吾　　　　　　　0％）

三〇ユ％　（2語　2．7％）

第3表　人物別使用率表（延べ語数）
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　　　固有名言司　　　345語　 10．5％　 （4語　　4．9％）

となり，やはり和語が圧倒的である。人物別にみると，（A）に属する男の使用

した異なり語数の最高は376語（あくぬけした男）で，最低が56語（牛）であ

る。（B）に属する男は33語以下，女は78語以下である。

　そこで，本稿では（A）に属する人物を中心に考察を進めていくことにする。

　語彙量の順位に注目して，延べ語数の場合と異なり語数の場合と此卸してみ

ると，人物によって順位に移動がみられ，語種の割註もさまざまである。そこ

で，明治初期は漢語流行の時代といわれているので（注5），漢語の使用率（パーー

セント）を基準にして人物を並べると，第3表（延べ語数），第4表（異なり

語数）のようになる。

第4表　人物別使用率表（異なり語数）
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　使用率に注目すると，和語は延べ語数の場合52．8パーセント以上，異なり語

数の場合49．3パーセント以上であり，漢語が延べ語数の場合38．2パーセント以

下，異なり語数の場合41．8パーセント以下であるのと対照的である。外来語は

2．　3パーセント（異なり語数）を越える人物はなく，混種語もll．2パーセント

（異なり語数）を越えるものがない。闘有名詞も14．　8パーセント（異なり語数）

を越えるものがない。したがって，混種語と固有名詞の使用率が和語と漢語の

使用率に影響を与えているものと考えられる。ただし，混種語は実際上和語と

漢語の混種であるから，固有名講の使用率が和語と漢語の割含に影響している

ことになろう。

4．『安愚楽鍋』における東京人の階層と語種の関係

　『安平楽鋤において，牛肉を食べながら話した（A）に属する人物のうち，

身分の明白な人物は

〔士〕士・灘武士

〔商〕町人・商法個

〔エ〕職人

の五入である。この五人の語種の使用率を比較すると，延べ語数の場合は次の

ようになる。

鄙武士

士

町人

商法個

職人

（和　語）

　52．　8

　67．2

　62．3

　70．　1

　73．　2

（漢　語）

　38．　2

　26．　0

　18．　0

　16．　7

　14．　1

（外来語）　（混種語）

　　O　9．O
　O．3　5．2
　0．4　i6．7

　0．5　5．3

　　0　6．0

（固有名詞）

　　　e

　　l．5

　　2．5

　　7．　4

　　6．7

ここで注目されるのは，漢語は騨武士から職人へと使用率が減少するにともな

って，和語は士と町入とで逆ではあるが，増加していることである。

　また，異なり語数の場合は次のようになる。

　　　　　　　　（和　語）　（漢　語）　（外来語）　（混種語）　（固有名調）

　　　譲≦武士　　　　 49．3　　　 41．8　　　　　0　　　　　9．0　　　　　　0

　　　rl；　59．3　32．2　O．3　6．5　1．7
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　　　町人　　　　63．6　　22．3　　0．5　　　10．3　　　3．3

　　　商法個　　　64．0　　　20．2　　　0．7　　　　6．9　　　　8．2

　　　職人　　　　70。7　　　14．4　　　0　　　7．7　　　7．2

ここでも，漢語の減少にともなって，和語は増加し，〔士〕は40～50パーセン

ト台，〔商〕は60パー一一　igント台，〔工〕は70パーセント台と区分できる。したが

って，和語と漢語との使用率は，延べ語数の場内も異なり語数の場合も反比例

する方商で，身分と密接な関係があるものと考えられる。

　そこで，第3表と第4表について検討すると，延べ語数の場合も異なり語数

の場合も全体としては漢語の使用率の減少にともなって和語が増加するけれど

も，一一定の傾向を示さない。そこで，和語と漢語の使用率に影響する外来語・

第5表　和語と漢語の使用率表（延べ語数）　第6表和語と漢語の使用率表（異なり語数）
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混種語・圃有名調を除いて，和語と漢語とだけの使用率を計算しなおすと，

第5表（延べ藷数）と第6表（異なり語数）のようになる。これも漢語の使用

率を基準として人物を配列した。したがって，延べ語数の場合も異なり語数の

場合も，漢語の使用率が減少するにともなって和語の使用率が増加し，…つの

例外もなく増加あるいは減少の一一定の傾向を示すことになった。そして，男の

場合和語と漢語とだけの割合は，明治初期における東京入の身分や職業と語彙

体系との閥に，密接な相関関係のあることを示している。それは，生文人が上

位にあり，文盲が下位にあることからも一見して理解されるであろう。

　また，女の語種の鋼合も，第3表・第4表において和語と漢語の使用率が逆

の：方向を示していたが，第5表・第6表においては，さらに明確になり，男の

身分・職業による関係と呼応する。したがって，女の身分・職業の差が男ほど

明瞭ではないが，女においても和語と漢語との二合は身分・職業の差と密接な

相関関係があるものと考えられる。

　そして，この嶽語と漢語との二二例する使用率の傾商性は，（A）に属する人

物が話題に引用した（B）に属する入物にもあてはまる。それは第7表（延べ語

数）・第8表（異なり語数）の通りである。

　そこで，次に，和語と漢語との使用率によって東京人の分類を試みてみよ

う。身分の三島な五人の男についてみると，その使用率は次のようになる。

霧1斌士

士

町人

商法イ固

職入

延べ語数
（禰

58．　0

72．1

77．　6

80．　8

83．　8

（漢）

42．　0

27．9

22．　4

19．　2

16．　2

異なり語数
（禰

54．　1

64．　8

74・．　1

76．　0

83．　1

（漢；）

45．　9

35．　2

26．　0

24・．　0

！6．　9

したがって，延べ語数の場合は，〔士〕と〔商〕は和語72．1パーセントから77．6

パーセントの間，漢語27．9パーセントから22．4パーセントの間，〔商〕と〔工〕

は瀦語80．8パーセントかep　83．8パーセントの間，漢語は19．2パーセントから

16．2パーセントの間で区・切ることができる◎一方，異なり語数の場合は〔士〕と
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第7衷　季R語と漢語の使用率表（延べ語数）
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第8表和語と漢語の使用率衰（異なり語数）
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〔商〕は和語は64．8・ぐ一称ンFと74，／パーセントの闇，1融融は35・2パーセント

と26．0パーセン｝の闇，〔商〕と〔．：ll〕は和語は76．0パーセントから83．1パー

セントの間，漢語は24．0パーセントから16．9パーセントの聞で区分できる。そ

こで，それぞれの上限と下限で区切ってみると（女にも適用する），その人物

群は次のようになる。人物名に○印があるのは延べ語数の場禽と異なり語数の

場合とで，その区分が同じ所属であることを示す。区分が移動するものには×
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印をつけた。

　延べ語数の場合

　男（a）グループ（5名）……。翻寒釣，。新聞好の男，。藪医者，x生文人，

　　　　　　　　　　　　　　。士

　　（b）グループ（2名）……。西洋好の勇，x馬

　　（c）グループ（4名）……。町人，。あくぬけした勇，x芝居者，。商法個

　　（d）グループ（2名）……。牛。野江間

　　（e）グループ（5名）……。職人，x落語家，。堕落個，　x文盲の男，。車夫

　女（f）グループ（1名）……。歌妓

　　（9）グループ（3名）…・一xteちのきの娼妓，　o茶店女（ころ），。それし

　　　　　　　　　　　　　　やあがり（ひき）

　異なり語数の場合

　男（a）グループ（4名）……Q鄙武士，。新聞好の男，◎藪医者，0士

　　（b）グループ（2名）……×生文藻，。西洋好の男

　　（c）グループ（3名）……。町人，。あくぬけした男，。商法個

　　（d）グループ（6名）……x芝居老，×落語家，×野報間，×馬，×文盲の男

　　　　　　　　　　　　　　。牛

　　（e）グループ（3名）……o職入，。堕落鯛，。車夫

　女（f）グループ（2名）……o歌妓，×たちのきの娼妓

　　（9）グルーフ．（2名）……o茶店女（ころ），oそれしゃあがり（ひき）

　まず，延べ語数の場含を基本にして異なり語数の場合と比較すると，〔士〕

階層と考えられる（a）グルーープでは生文人が動き，〔商〕階層と考えられる

（c）グループでは芝居者が動く。〔工〕階層と推定される（e）グループで

は，落語家，文盲の男がゆれている。そして（b）グループは〔士〕と〔商〕

の中間，（d）グループは〔商〕と〔工〕の中間的立場にあり，（b）グループ

では西洋好の男，（d）グループでは牛と野需間とが固定している。

　異なり語数の場合を基本にしてみると，中聞的立場にある（b）グループが

生文入と西洋好の男，（d）グループが芝居者，落語家，野蓄閥，文蓄の男，

馬，牛となり，（d）グループには芸能人と芸能好きの文盲が集中しており，
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それに馬と牛が十一・グループを形成する。しかも，（a）グループ，（c）グル

ープ，（e）グループは○印のついた圃定した人物だけである。

　したがって，異なり語数の場’含には，

　（a）　グノレープ……〔士〕　階麟

　（b）グループ……教養階層

　（C）　グループ……〔商〕　｝S皆廠

　　　　　　　　　　　ag　9表　安愚闇鍋の凹凹体系
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　（d）グループ……芸能人階層

　（e）グループ……〔工〕階層

となり，この分類は明治初期東京人の階層を十分に反映している。

　女の場合は，男の基準を適用したので問題もあろうが，延べ語数の場合で考

えれば歌妓（芸者）と娼妓との区胴があり，異なり語数でみると両者の区劉が

なくなるが現役の職業人として一括されたことになる。そして，異なり語数の

場合で男の階層にあてはめると，

第10表　人物別使用度数分布表
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　（f）グループ……芸能人階層

　（9）　グノレーープ・…一〔工〕階暦

となり，特に矛盾を生じない。したがって，身分・職業・性別においても，和

語と漢語との害1合は，明治初期東京人の階層と密接な相関関係をもっていたも

のと認められる。いいかえれば，語種からみた明治初期東京人の語彙体系は，

異なり語数の和語と漢語との使用率によって示すことができ，その使用率の区

分が語種からみた明治初期東京人の教養を反映する語彙体系ということができ

漢　　　語
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る。図示すると第9表のようになる。

　そこで最後に，人物によって延べ語数の使用率順位が異なり語数の場合と大

きく異なった理由を明らかにするため，和語・漢語・外来語・混種語・固有名

詞の使用度数分布を調査すると，第10表のようになる。

　すなわち，和譜は使用度数1～20，漢語は1～8，外来語は1～2，混種語

は1～14，固有名調は1～5の範囲にあり，延べ語数の場合の語種による影響

の違いを示している。そして，登場人物22名のうち「馬」だけが，使用度数の

最：高位を漢語が占め，特異な分布を示している。ここに「馬」の順位および所

属が延べ語数と異なり語数の場合とで大きく変動した原因がある。

　したがって，冒安愚楽鍋』における東京人の語彙体系は，異なり語数による

和語と漢語の使絹率によって示され，その基準によって分類された東京人のグ

ループは，それぞれ，その教養を反映しているものと認められる。

〔別表〕　人物別使用語菓表

（1）　郡武士

（2）士

（3）　町人

（4）　商法個

（5）職人

（　　原文表紀

〔　　漢掌注言己

〔　　品詞

く　　歌

　　　　　　　　　　　　　　みたかぶし　　　ひとりのみヒ
（1）　邸武士→となりの客・女中（蹄武士の独盃・初編）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

1
9
郁
9
」

－
I
I

和漢外港固
ああ（アア）［感］　　　2

あさひ〈歌〉　　　　　（1）

あのう（あのウ）［感］　1

いたる〈歌〉　　　　（2＞
　　　　いちめヘ
イチメエ（一皿）　　　　1
　　　　いつざん
イツキン（一斤）　　　　　1

いま［翻］　　　　　　　1

いや（Kヤ）［感］　　　2
　　　　いはゆる
いわゆる（所謂）［連体］1
　　　　　　いんじゅん
インジュンする（因循
　　　　　　　マコ〉する）

　　うま
うま（馬）〈歌〉　　　（2）

ええ（ゑゑ）［形］　　　2

おお（ヲヲ）［感］　　　　1
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　　　をなご
おなご（女子）

　　　およ
およぶ（及ぶ）

おる（をる）
　　　かいくわ
カイカ（開花）
　　　　くわいけい
カイケイ（會酬う

かかる［連体］

　　かん
カン（箭）〈歌〉

　ぎギ（義）

　　まみ
きみ（霧）［代］

　　　　　ぎうにく
ギュウニク（牛肉）
　　きる
きる（斬）1〈歌〉

　　きる
　　（断）1

　　（きる）三

和漢外混副
4

1
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　　　　　　　　　　翻漢外混閲
　　　　きは
きわまる（極まる）1　2

　　　　（きはまる）1

　　　　（きはまる）

　　　　　　　〈歌〉（1）
　　　く
くる（来る）i　　　　　3

　　（くる）2

くれる〔呉〕　　　　2
　　　　げぎばつ
ゲキハツ（激糞）　　　　1
　　　　ヤケ轟ナル

　　　けんじ
ケンジ（健児）〈歌〉　　　（1）

　　　かうみ
コウミG嚢；昧）　　　　　1
　　　　　こかうぶつ
ゴコウブツ（御好物）　　1

ゴザる　　　　　　　　　　　　3

この（此）［連体］　　　1

ゴメン（御めん）1　　　　2

　　　（ごめん）玉

こや（コヤ）［感］　　　2

こやこや（是や〉）1

　　　　　　　［感］　3

　　　　（コヤ〉）正

　　　　（こや〉）1
　　　ころみ
ころも（衣）〈歌〉　　（1）

　　さけ
さけ（酒）　　　　　1

しきしま〈歌〉〔敷島〕　（1）

　　　しごく
シゴク（至極）［名〕　　　1
　　　しごく
シゴク（至極）［副コ　　　1
　　　　　　ぢさん
ジサンいたす（持参い

たす）　　　　　　　　　　1
　　　じせい
ジセイ（時勢）　　　　　1
　　　　しっけい
シッケイ（失敬）　　　　2
　　しや
シヤ（祉）〈歌〉　　　　　（1）

　　　　　しうすゐ
シュウスイ（秋水）〈歌〉　α）

シュウセンいたす
しうせん

（周旋いたす）　　　　　　　　1

ジュウハチ（十八）〈歌〉　（1）

　　　　しゅ
シュエン（酒えん）〈歌〉　（1）

　　　じゃう
ジヨウ（滋養）　　　　　王
　　　　しやうみ
ショウミ（正味）　　　　1
　　　　　　　しやうみ
ショウミいたす（賞味

いたす）　　　　　　　　　王
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和漢外混闘
　　　　　　しよくれう
シ三罪クリョウ（食料）　　1
　　　　しんそく
シンソク（神速）　　　　1
　　　　スミヤカ
　　　ちんや
ジンや（陣！蟹）〈歌〉

スィサッ（すみさつ）　　1

する〔為〕　　　　　1
　　　　せいじつ
セイジツ（誠実）　　　　1
　　　　マコト晶

　　　　せいにく
セイニク（生肉）　　　　　2

そして［擾］　　　　1

そで〈歌〉　　　　　（1＞
　　　　ちよつと
ちょっと（一寸）［副］　1
　　　　　つかまつ
つかまつる（仕る）　　1
　　てつ
テツ（鉄）〈歌〉　　　　　（1＞

　とト（徒）　　　　　　　1
とう（とふ）〔問〕〈歌〉　（王〉

　　なかなカ、（中）〈歌〉　　　　　　（1）

　　なに
なに（何）1　　　　　2

　　（fs　tc）1

　　な　
なま（生）　　　　　　1

なんぼ［副］　　　　　1
　　　には
におう（匂ふ）〈歌〉　α）

はあ（ハア）［感］　　　1
　　　　　　びせうねん
ビショウネン（美少年）

　　　　　　　〈歌〉　　（1）
　　ひと
ひと（人）2〈歌〉　　　（3）

　　（人）1

　　　ぶっか
ブッカ（物鍛）　　　　　1
　　　シコシキ
　　　　ふっとう
フツトウ（沸騰）　　　　　1
　　ふる　　カウシヰ
ふる（触）K歌〉　　　（2）

　　（ふる）1

　　　　　　　へんけう
ペンキョウする（勉強
　　　　　　　ツトメする）

　　だく
ボク（僕）［代i　　　　　1

まかりこす　　　　　1
　　　　まじはウ
まじわり（交）〈歌〉　　（功

　　　　　　　おますらお（ますら雄）

　　　　　　　〈歌〉（1）

また［副コ　　　　　　1

むすぶ〈歌〉　　　　（1）

（1）

1
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　　　　めいてい
メイテイ（瀦酊）

もうす（ま5す）　　　1

もつ〔持〕　　　　　1
　　もの
もの（物）　　　　　1
　　　　やつこい
やっこい（和魂）　　　1
　　　　　　　やま
やまさくらばなG妻さ
　　ばな
くら花）〈歌〉　　　　σ）

やまとごころ（やまと

ごころ）〈歌〉　　　　σ〉

和漢外混圃！
1 93

1
1　g4

1　9ss

計
I
L

　　　ゆくわい
ユカイ（翰快）

　　　　　〈歌〉
　　　　たうかん
ヨウカン（腰闘）〈歌〉

　　わん
ワン（腕）〈｝歌〉

延べ語数

異なり語数

和漢外混闘
　　3

　（1）

　（1）

　（墨＞

4・7　34　O　8　O
（25）（11，）　〈／）

33　28　e　6　o
（18）（ll）　（1，）

　　　　　　　ふくこ　　いまやうはなし
（2）　士→町人（覆古の方今話・二編下）
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和漢外混1覇

あたい（便）　　　　　1
　　あと
あと（後）　　　　　1
　　　　あのせつ
あのセツ（違櫛）

あははは（アハハハ）

　　　　　　〈笑＞　1

あまり［副］　　　　王

あやまち　　　　　　1

あり〔麿〕　　　　　1

ある〔有）　　　　　7
　　いふ
し、う（云）1　　　　　　 5

　　（いふ），t’

　　　いぎ
いきる（活る）　　　　1
　　　　いしょく
イショク（衣食）

　　　いぜん
イゼン（以龍）

し・たvS一〔致〕2
いただく　　　　　　1

イチブ（一分）

イチモン（一一文）

　　　　　　いっさくねん
イッサクネン（一昨年）
　　　　いっしよ
イッショ（～集）

イッショウ（一升）
　　　　　すん
イツスン（一寸）

　　　いらい
イライ（以来）

いや（イヤ）［感］　　　1

いやさ（イヤサ）［感］　i
　　　　　い　　まぜ
いれまぜる（入レ交る）1
　　　　　　いんじゅんか
インジュンカ（因循家）
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　　　　いんらん
インラン（淫舌し）

　　　うけ
うける（受る）

　　うし
うし（牛）

うたジョウルリ（うた

じゃうるり）
　　うち
うち（中）

うとい［形］

　　　　　うみつむぎ
5みつむぎ（紡綾）
　　　　　うらちやう
うらチョウ（；褻晦）2

　　　うらや
うらや（裏店）

ABC（エビシ）
　　　　おひ、！

　　　（おひおひ）1
　　　あほ
おおい（多イ）「形］

和漢外湿鶴
　1
1

玉

1
1
11

おいおい（漸次）正副］2

　　　　　　　　　1
おおきい（大きい）［形］1

おおきに（大きに）［翻］1

　　　おほおおし（多し）［形］

　　　　　　とほ
おおどおり（大通り）
　　　ぶカ　デ
おかげ（稗．蓋）

　　　　くに
おくに（皇国）

おごり（轡移）…

　　　（おごり）1

おすくい（おすくひ）
　　　をつと
おっと（夫）

おどり（をどり）

おなじ

おのれ［代］

1
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おび〔帯〕

　　　　めし
おめし（お弼）

おもい（重い）［形】

おもう（思ふ）1

　　　（おもふ）3

　　をおるσ齋る）
　　　　をんなくこどもう
おんな（老少婦女子）
　　　　　　かいこうこ
カイコウゴシ（開港属
し

紛
　　　　くヒネフしもこ　く

メブイコク（外幕）

　　　　かいこん
カイコン（開墾）
　　　　かいだチ
カイドウ（街道）
　　　　かかはる
かかわる（関係）
　　かく
かく（斯）［副二1

かこつける
　　　　　カミ
ガシする（餓死する）
　　　　　くわぞくがた
カゾクがた（華族方）
　　　　　　　くわぞく
カゾクさまがた（華族

さまがた）

かたち
　　　　　　　　かちく
カチクデンセン（踏越
でんせん

伝染）

かの［連体］

かるい［形］

かんがえる（かんがへ

る）

　　　　ぐわんらい
ガンライ（ラO来）［副］

　　　　ぼぬいと
きぬいと（白糸）
　　　　　ぎうてん
ギュウテン（牛鷹つ
　　　　　　ぎやうしゆく
キ細ウシュク（恐縮）
　　　きらき’らう（嫌ふ）

　　　　
きる（着る）

　　ぼん
キン（金）

　　ぎん
ギン（銀）

キンギンカヘイ（金銀
くはへい

貨幣）

　　　　まん
キンずる（禁ずる）

　　　　きんねん
キンネン（返年）
　　　　ぐあひ
グあい（薫合）
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　　　　　くひつぶ
くいつぶす（食倒す）
　　くふ
くう（食）1

　　　く
　　（食ふ）1

　　（食ふ）蓬

くち（瞬）

　　くに
くに（國）

　　　　くべつ
クベツ（廣別）
　　　　ぐまい
グマイ（浅蟹）〔愚瞭〕

くやむ

くるしめる
　　　　　くはばたけ
くわばたけ（桑園）

　　　　けいせい
ケイセイ（形勢）
　　　　かうえぼコウユ＝キ（エ乞市つ

　　　　かうじき
コウジキG高直）
　　　　こまん
コキン（古金）

　　　　こくさん
コクサン（醗産）

こころ

ごころえる

こと（事）1

　　（騨青）1

　　（こと）6
　　　　ごたうち
ゴトウチ（東京）〔御当

地〕

　　　くをん　なうこども
こども（老少婦女子）

この1＝連体］

このむ

こまる〔羅〕

　　こめ
こめ（米）1

　　（米）1

　　こも
ごも（薦）

　　これ
これ（是）

　　　　こんにち
コンエチ（今日）

コンニャク（こんにゃ

く）

　　　　　　　こんぱく
コンパクいたす（凶迫

いたす）

　　さい
サイ（妻）

さかん〔盛〕

さき〔先〕
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　　　　さく
114サク（策）

115　’さけ〔酒〕

　　　　　さこう
116サコウ（鎖港）
　　　　　さだめ
li7さだめ（定座）
　　　　　　さびしい
118さびしい（寂箕）［形］

219さりとて［接コ

120されば〔接コ
　　　　　　さんけい
121サンケイ（参詣）
　　　　　　さんぶつ
122サンブツ（塵物）
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　　　ぢ　ぬ　く
ジゴク（隠売女）
　　　しごと
しごと（職業）

したがう

シチハチネン（七八年）
　　　　　じつじやう
ジツジョウ（実情）
　　　しばる
しばい（芝潜）

　　　しめ
しめる（屠る）1

　　　しめ
　　　（締る）美

　　　しゆう
ジユウ（自由）

　　しょ
ショ（書）

　　　しやう
ショウ（性）

　　　　じゃうみ
ジョウイ（擁夷）
　　　　　　じゃうしよく
ジョウショク（常食：）

ショクエンども（しょ

くにんども）
　　　　　　しょこく
ショコクとも（諸濁と

も）

　　　　ちりやう
ジリョウ（治療）

　　ししる（知る）2　　　　　3

　　（しる）1

しるし　　　　　　　　　　1
　　　ししれる（知れる）　　　　　　　　　　1
　　しん
シン（真）

　　　　　しんしゃラ
シンショウ（身上）

　　　　しんぶつ
シンブツ（神仏）

　すす（群）　　　　　　　　　　1
　　すき
すき（好）　　　　　　　　　　1

すぎる　　　　　　　　　　3
すこし［副］　　　　　　　　　　3
つ魑こしも［調］　　　　　　　　　　1
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すておく

すべて［爾］

すむ〔住〕

する
　　　　せいちゃ
セイチャ（製茶）

　　　　せいみつ
セイミツ（精密）

　　　　　せいやうか
セイヨウカ（西洋家）
　　　せかい
セカイ（地球）

　　せつセツ（説）

　　　　ぜんだん
ゼンタイ（金体）

センニン（千人）
　　そう
そう（斯）［謝］

　　そのくままう
その（依警）三［連体］

　　（その）藁

それに［援コ

ダイきらい（大きらひ）

タイビョウ（大びやう）

こ大病〕

　　　　たいはう
タイホウ（大砲）
　　　たかい
たかい（騰貴）1［形］

　　　たか
　　　（貴い）1

　　　たか
　　　（高い）1

　　　（たかい）1

たち〔質〕　　　　　1
　　　たとひ
たとい（鍛鋼）〔副］　1
　　　　たねがみ
たねがみ（蛮紙）　　　1

たのもしい〔形」　　1

たび〔度〕　　　　　1

たる〔足〕　　　　　1
　　　　ちひ
ちいさい（i！、さい）1

　　　　　　　［形］　3

　　　　（ちひさい）2
　　　ちが
ちがい（疑ひ）　　　　王
　　ちや
チャ（茶）

　　　　　ちやはたけ
チャぱたけ（茶園）
　　　　　てうてい
チョウテイ（朝廷）

ちょっと［副］　　　1
　　つひ
つい（終）〔副］　　　　王

　　　つひ
ついに（終に）［調］　　1
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208　なまえい（なまゑひ）
　　　　　　なみがた2｛〕9　　　なみカミた（波形）

210　なる（成る）3

　　　　（なる）J2
　　　　　　　　なんまんまい
211　ナンキンマイ（回米）

212　なんと（ナント）［副］

　　　　つうよう
ツウヨウ（通用）

つよい［形］
　　　　で　き
できる（出来る）2
　　　　て
　　　（出来る）三

　　　（できる）1
　　てつ
テツ（鉄）

　　　　てっせん
テッセン（鉄銭）

　　ででる（出る）1　　　　2

　　（でる）1

　　どう
ドウ（銅）

どうか［調］　　　　1
　　　　とうけい
トウケィ（東1京）〈地名〉

　　　　　　　とうけい
トウケイずまい（東蘇
すまゐ
住瓶）〈地名〉

　　　たうじ
トウジ（惑隣）

　　　　どうせん
ドウセン（銅銭）

　　　　たうてん
トウテン（惑∫；彗）

ドウヨウ（どうやう）

〔同様〕

とかく［副］　　　　　　王

とき〔時〕　　　　　　2
　　　ところ
ところ（所）　　　　　1

ところで［接］　　　　1
　　　　とた
となえる（嘱へる）　1
　　とみ
とみ（窩）　　　　　2
　　とむ
とむ（‘蕊．「1LI）　　　　　1

ともに［調］　　　　　1
　　　　　とり
とりよせる（取よせる）i
　　　　　ど　れほど
どれほど（如何程）［副］1

トンジャク（とんちゃ

く）

ない［形］

なし〔形コ

固混外
漢
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　　　　　にくしょく
ニクショク（肉食）

zaブ（二分）1

　　（弐分）三

　　　のぞ
のぞく（読く）〔覗〕

のむ〔飲〕

をまし・（ノ、イ）［！藤］

はかたく地名〉
　　　　はくはつ
ノ、クノ、ツ（白髪）

はず（はつ）〔筈〕

はずかしい（はっかし

い）〔形］

　　　はんくわ
ハンカ（繁花）
　　　　　はんじやう
ハンジ葺ウ（繁愚）

ハンテンおりもの（は
　　　ありもの
んてん織物）
　　　　びしょく
ビショク（美食）

ひと（人）

ひどい［形］

ひとつ（～ツ）

　　　ひとて
ひとで（人手）

ヒャク（百）

ヒャクユン（蕎人）
　　　　（よの）　ひらける

　　　　（ひらける）1

ビンボウかくし（びん

ばうかくし）
　　　ふ　へふえる（増髄る）

ふきかえ（ふきかへ）
　　　　　ふけいま
フケイキ（不景気）

　　　　　　　　　ふ
フコクキ部ウヘイ（富
こくきやうへい

瞬強兵）

フジユウ（ふじゅ5）

〔不幽由〕

　　　ねふね（大品）

　　ぶんプン（分）

　　　　べんベンずる（便ずる）
　　　へんぴ
ヘンピ（備鄙）
　　　に　く
ホグ（覆饗）〔反故〕

　　ばく
ボク（僕）
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　　　　　まいど
245マイド（毎度）
　　　　まつ
246まず（先）1礪鳴
　　　　ま　つ
　　　　（第一）｝

　　　　　　ます　247　　　ま肩書謄ます（益）［吾｛麺］

258　まとまる

2・tg　まなぶ
　　　　くそのうタま
250　ま豪（依警）羨儘〕

　　　　（まま）2
　　　　　　まんなか
2r」1まんなか（懐中）

　　　み252み（身）
　　　　　　み　せもの
253みせもの（累物場）

254みつか（三ffi　）

　　　　み2「e「Jみる（見る）1

　　　　（見る）2

256むすめ
　　　　めい257　メイ（銘）

258めぐらす
　　　　　　もち
25§もちいる（胴ひる）1

　　　　　　（用ひる）1
　　　　ちと260　もと（顎t：”i）

261　もの（物）i

　　　　（者）1

　　　　（もの）3

262　やがて「認コ

263やから
　　　　　　やくしょ
26・｛　ヤクショ（訳書）

　　　　やつ265　　　やつ（徒）

　　　　　　やつばり
266やっぱり（矢張）［副］

267　やをまり［葺稻］

　　　　　や268

269やまい（やまひ）

　（3）

　　　　　　あをせん
1　あおセン（青銭）

2　あがる〔上〕

3　あきないにくい（あき

　　なひにくい）［形コ

4　あける〔明〕

　　　　　　　　　和漢外混固
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　　やみ
やみ（闘）

　　　　ゆうげい
ユウゲイ（遊芸）

ゆえ（ゆゑ）
　よ　くのひらけるう
よ（開イヒ文明）〔世〕

よい［形］

ヨウ（やう）〔様〕

　　　　やうさん
ヨウサン（養簸）

よく［翻］

　　　　よこも　じ
よこモジ（横文字）
　　よ　せ
よせ（話席）

　　よむ
よむ（読）

よんモン（鱗文）
　　リ
リ（理）

　　　　りかう
りコウ（伶利）！

　　　（りか5）1
　　わが
わが（我）〔連体］

　　　わかる
わかる（分明）1

　　　わか
　　　（分る）1

　　　（わかる）1

　　　　かんワカン（和漢）

　　わざ
わざ（エ）1

　　（わざ）1

　　わ　り
わり（姥例）

　　　　わりあひ
わりあい（姥例）

わるい（形）

　　　　わるぢゑ
わるヂエ（三曲）
　　わ　れ
われ（儲己）1〔代コ

　　（われ）1

延べ語数　　274196

異なり語数　1？394

町人→士・女中（覆古の方今話・二二下）
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あじ（味）

あと〔後〕

あねえ（あねへ）〔姉）

あの［連体コ

し、う（いふ）〔露〕
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　　　　　　　　　和漢外混固
いかが［副］　　　　　1

イゼン〔以認む〕　　　　　　1

いたす〔致〕　　　　　1
　　　いで
いでる（出る）　　　1

いれあわせ（入レあは

せ）　　　　　　　王
　　　　うかが
うカ、カ：う（イ司ふ）　　　　　1

　　う　し
うし（牛肉）　　　　1

うすらぐ　　　　　1

うち〔内〕　　　　　1

うわさ（うはさ）　　　1
　　おい
おい（老）　　　　　1

おいおい（おひv）

　　　　　　［副］　2

おおきい（大きい）［形］王

おおきに（大きに）［副］1

おおせ（仰）　　　　1
　　　　やほよそ
おおよそ（大都）　　　1

おカン（おかん）〔御酪〕

　　　　　　　　いる
おそれいる（おそれ入）1

おそろしさ　　　　　1
　　　　　　つおっしrpる（御しゃる）1

おっと（ラット）［感3　1

おとす〔落〕　　　　1

おなじ〔岡〕　　　　1

おはなしどおり（おは
　　どほ
なし通り）　　　　1
おぼえる（おぼへる）　2
　　　　　　　もち
お＝もちいる（お用ひ

る）　　　　　　　1
おやおや（ヲヤ〉）

　　　　　　［感］　1

おる（をる）〔羅〕　　　2
　　　　ぐわいニく
ガイコク（外層）
　　　　かくもん
ガクモン（学文）

　　　　　　かみゆひせん
かみゆいセン（髪結賃）

カ・ヨウ（カ、やう）〔契野1莱〕

カ、わり（かはり）　　　　　1

かんがえる（かんがへ
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る）

　　　　　かんじゃう
カンジョウ（勘定）
　　　　　ぎうにく
ギュウニク（牛肉）
　　　　　きやうこく
キヨウコク（強肩）

キン（きん）〔金〕

ギン（ぎん）〔銀〕

　　　　　　ぐあん
グアンいたす（愚案い

たす）

くれる（呉）

くれる（暮）

ケイキ（けい氣）〔累気〕

けがれる　　　　　　1
　　　　けっかラ
ケッコウ（結構）
　　　　かうぢき
コウジキ（高i薮）

　　　　　　こえいぢう
ゴエイジュウ（御永｛主）

ゴザる
　　　こじき
コジキ（乞児）

　　　　ご　じせい
ゴジセイ（御生撰：）

こと〔事〕　　　　　3

この（此）［連体〕　　　1

このセツ（証せつ）

　　　ごはん
ゴハン（御飯）

こまる　　　　　　　　1
　　こめ
こめ（米）　　　　　2

これ［代］　　　　　1

これこれ（コレ〉）

　　　　　　［感］　1
　　　　さくニん
サクコン（昨今）
　　　　　さくウやラ
サクリョウ（f乍料）

さほど［副］　　　　　1

さヨウ（さやう）

　　　　　じジセツがら（浮せつが

ら）

　　　じつ
ジツに（実に）2

　　　（じつに）1

ジュゥニモンセン（十
　　せん
二文銭）

　　　　　　　　ぱいジユウニバイ（十二倍）

ジュウモン（十文）

和漢外混撮
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和漢外混固
　　　　しょしき
ショシキ（諸色）

ショショク（諸職）
　　　　しんぶん
シンブン（新聞）

すむ〔済〕　　　　　1
　　　　　　　せいやう
セイヨウリュウ（彌洋
りう

流）

　　せつ
セツ（説）

セッカク（せっかく）

　　　　　　　［避

退ンコク（せんこく）

　　　　　　〔先刻〕

そして［接］

その［連体］

それ［代〕

それぞれ（それ〉）
　　　だいく
ダイク（工匠）

　　　たか
たかい（蒼い）三［形］

　　　（たカ、し、）2

たちかえる（たちかへ

る）　　　　　　　1
　　　　たべもの
たべもの（食店）　　　1

ダンナさま（だんなさ

ま）

　　　　おんもの
タンもの（布吊）〔反物〕

ちかごろ
　　　　てうど
チョウド（丁度）隔嶋

つり〔釣〕

つれる〔連〕

でゴザリますが［接］
　　　　てちか
てちかい（手近い）［形］1

　　　　てっせん
テッセン（鉄銭）
　　て　ま
てま（手間）　　　　王
　　　　　　　でんぜん
デンセンビョウ（伝染
びやラ

病）

　　　　　　てんぽうせん
テンポウセン（当百銭）

　　たう
トウ（当）

どうカ、〔語麺］　　　　　　　　1

　　　　とうげい
トウケイ（東京）〈地名〉

　　とし
とし（年）　　　　　1
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　　　たうじ
トウジ（当li寺）

ドウヨウ（どうやう）

　　　　　　〔同様〕

とカ・く［副］

ところ

ともうして（卜達て）

　　　　　　　［撲］

とりかえる（とりかへ

る）

　　ととる（取る）1

　　（とる）1

とんと〔調］

ない［形］

　　なつ
なつ（夏）

　　なべ
なべ（鍋）

なま〔生〕

なる〔成〕

につく（二つく）

　　　　　にくしょく
ニクショク（肉食）
　　　　につ　ん
ニッポン（日本）

ニモン（二文）

はず（はつ）〔筈〕

ハチモン（八文）

はったり（パッタリ）

　　　　　　　［醐3

ははは・・＜ハハハ…）

　　　　　　　〈笑〉

はらう（はらふ）〔携〕

ハンジ鴛ウ（はんしゃ

う）

ハンジョウいたす（は

んじゃういたす）
　　　　　はん　　　　ね
ハンブンね（半ぶん薩）1

　　　　　　　ね　　　（はんぶん直）1

　ひひ（日）

　　びた
びた（鍵）

ひと〔人〕

ひとつ（一ツ）

ひらけかかる

瀦漢外混固
　1

　1
1

1

1

1

2

1

3

1

1

1

4

1

　1
　　　　　　1

　1
1

　1

｝

1

1

　1

　　　　1

　　　　2

1

．1

1

1

三



139

王49
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王44
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1
1
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丁
1
1
1
1
1
1
1
1

1
2
0
0
4
5
6
7

窟漢外混固
フウブン（ふうぶん）

　　　　　　〔風闘〕　　2

ふえる（ふへる）
　　　　　ぶんをう
ブンキュゥ（文久）
　　　　　　　ぶんぎう
ブンキュウセン（文久
せん

鑓）

へい（ヘイ）〔感3　　1

へいへい（ヘイ〉）

　　　　　　　［感3

ヘへえ（ヘヘエ）［感］

　　ほか
ほか（余）

ほほほほ（ホ…）〈笑〉
　　　　　　ほんやくもの
ホンヤクもの（翻訳書）

まいる（まみる）〔参〕

まじる〔交〕

　　まづ
まず（先）［副］

また（又）［接］

みえる（見へる）

みな［調3

みる（見る）

　　　むかし
むカ、し（鋳昔）

1
1
1
1
1
1
1
1

ムカンジ。ウ（繍楚）1

めしあがる

も（モ）［副］

もうす（確す）

もちいる（稽ひる）
　　もと
もと（醤）1

　　（もと）2

1
1
3
1
3

1

1
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167
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169

179

171

172

3
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1
7
1
7
1
7
1
7
1
7
1
7
1
7
1
8
1
8
1
8
富
嶽
満
　
口

もの

　　　ぜやすい（黒い）1

　　　（やすい）1

やめる〔止〕　　　　1
　　ややる（与る）1　　　　　3

　　（やる）2

ゆえ（ゆゑ）〔故〕　　　5
　　　　ゆ　せん
ゆセン（浴湯銭）

　よよ（夜）　　　　　　1

よい［形］　　　　　2

よむ〔読〕　　　　　1

よんジュウよんモン

（閥十照文）

よんモン（照文）

Rinderup6suto　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　ばい
ロクシチバイ（六七倍）　王
　　　　　ばい
ロクバイ（六倍）　　　　1

わかる　　　　　　　　1
　　わ　け
わけ（条理）　　　　　1

わする［四段3　　　1

わたくし［代］　　　2

わたる〔渡〕　　　　　1

湾つり〔害［」〕3
　　　　わりあひ
壽つりあU、（比例）2

わるい〔悪〕［形］　　　1

延べ語数　　　　14943
異なり語数　　　　　11741

　　　　　　　　　　あぎうど　　　むなかんじゃう
（4）　商法個→商兵衛（商法個の胸会謙・三編上）

　　　　　　　　　　窟漢外混固
ああ（アア）［感］　　　1
　　　　あかがね
あかがね（赤銅）　　　1
　　　　　あたあたらしい（薪らしい）

　　　　　　　［形］　1

あたり〔辺〕　　　　2
　　　あっも
あっち（彼処）　　　　1
　　　あぶら
あぶら（濾）　　　　l

Amerika（あめりか）
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8

9
1
0
ー
ワ
臼1
1

固混外漢

和
2
2

　　　　　　〈国名＞

Amerikaジュウハチ
　　　　　　　　ばん
バン（あめりか十八番）

ある〔膚〕　　　　　2
　　ある
ある（或）i［連体］　　2

　　（ある）1

　　　あるじ
あるじ（亭主）　　　1
　　いいいい（可）［形］　　　　三

1

1
9
郁

1406
1196

瀦漢外年三
　　　　　　1

1
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0
　
1
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1
　
王
1
1
2
　
2
2
2
2
2
2
2
　
2
　
2
3
3
3
3
　
3
3
　
3
3
3
3
4
　
4
4

㍉、う（いふ）〔言〕

いかさま［副］

　　いいく（行く）三

　　い　く
　　（船行）1

　　（いく）1

イクジ（いくぢ）〔意気

地〕

いくら［名〕

いくら［副］

　　　みじん
イジン（異人）

　　　　い　せかつ
いせかつ（伊勢勝）〈店

名〉

イチネン（一年）

イチバン（一1番）

　　　　いちイチわり（一わり）

　　　　　べいイツペイ（一杯）
　　　　いつ　ん
イツポン（百円）

いや（イヤ）［感］

　　みいる（居る）1

　　（みる）2

いわっしゃる（いはつ

しゃる）

うう（ウウ）［感］

うえ（上）

　　うし
うし（牛）

　　　　　つれ
うしつれ（三連）

　　　うしや
うしや（牛店）1

　　　（牛店）1

　　うた
うた（歌）

うち（内）1

　　（うち）2

　　　　うでまへ
うでまえ（腕前）

　　　うなぎ
うなぎ（鰻）

　　　うぼうまし、（｛差し、）〔ヲ1多］

　　　　うりぬし
うりぬし（費主）

　　うる
うる（費）1

　　　う
　　（費る）三

うんと（ウンと）［認〕

ええ（エエ）［感ヨ

翻漢外混蜀

5
1
3

1

2

1
1
　
1
1

肇
工
－

1
3

1
1
1
王
1
2
　
1
3
　
1
1
1
1
2
　
1
2

1

1

娼
艇
妬
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翼
娼
4
9
5
0
駅
四
脚
駁
駈
5
6
駆
鮎
紛
6
0
劔
開
聞
餌
6
5
㏄
㎝
銘
鎗
⑳
質
η
路
口
器
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和漢外混闘
おあい（お合）　　　　2

おいおい（ヲイ〉）

　　　　　　　［感］　1

おいら［代コ　　　　　2

おいらあ（おいらア）3
　　　　みぎ
おエキ（お易）

おおきな（大きな）

　　　　　　［連体］　1
　　　　　　　さんざい
おおサンザイ（大散財）

おく〔置〕　　　　　1

おしわたる（おし渡る）1

　　　おす（押）　　　　　1

おとる〔劣〕　　　　1

おなぐさみ　　　　　1

おまけに［｝爵］　　　　1

おめえ（おめへ）［代］　1
　　　おも
おもう（思ふ）　　　　1

おや（ヲヤ）［感］　　　1

　　　　　かいおと
かいおとす（費落す）　1
　　　　か　　　こ
かいこむ（買イ込む）　2
　　　かいて
かいて（買手）　　　　1

　　かカ・う（買ふ）3　　　　　　4

　　（買ふ）1

かかり　　　　　　　1
　　　　かくべつ
カクベツ（格別）

　　　かニ
かこう（囲ふ）　　　　1

がっかりする　　　1
　　か　ね
かね（金貨）　　　　1
　　　　かばやき
かばやき（蒲焼）　　　1
　　　くはほう
カホウ（果報）

　　かかむ（噛む）　　　　1

からからする（カラ

〉する）　　　　　1

からっきし編唱　　　1
　　　かは
かわり（替り）1　　　2
　　　かは　　　（代り）1

カンジ。ウ（かんぢゼ

う）ぎ

キ（氣）

1

1

1
1

1

1
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田
㎜
鵬
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獅

　　　　　まも
きもったま（肝ッ玉）
　　　　やきつ　ら
きやつら（彼奴等）
　　　きう
キュウ（急）

　　　　ぼ　ら
ギュウ（牛肉）
　　　　　ぎうにく
ギュウニク（肉牛）z

キョネン（去年）
　　　く
くう（食ふ）2

　　（くふ）1

　　　　く
くえる（食へる）

　　くる
くる（来）1

　　　く
　　（来る）2

　　　く
　　（着る）1

　　（くる）1

くれる
　　　けへくは
ケエカ（開化）

　　　けへる
けえる（帰帆）

　　　　　げらく
ゲラクする（下落する）
　　　　　　かうかい
コウカイする（航海す

る）

こうこう（コウ〉）

　　　　　　　［感］　1
　　　かうべ
こうべ（神戸）〈地名〉
　　　　こ　うり
こうり（iJ、費）　　　　1

こぐ〔漕〕　　　　　1
　　ごく
ゴク（極）［副］

こくこく（コク〉）

　　　　　　　［調］　1

ここ（愛）3　　　　　4

　　（此家）1

こころがける　　　　1

ゴザる

こす（越す）　　　　1

こっtt＊o〔：木端〕　　　　1

こと〔事〕　　　　　4
　　　ことし
ことし（今年）　　　　1
　　　　　ことなれ
ことなれる（事馴る）　1
　　　　　ニのあいだ
このあいだ（此間）1　2

　　　　　（此あいだ）王
　　こ　ぶ
コブ（昆布）

和漢外混固
1

1

　　1

　1
　2
　　1

3

1

5

1

1

1

1

3

C
り
7
0
0
9

G
O
O
O

1
1
1
19王
2
晦
a
4

1
1
1
1
1

1
1
1
1
1

5i1

ρ
糟
7
8
0
」
0
1

1
1
王
1
2
2

1
1
1
1
1
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

2
2
2
3
2
2
2
2
3
3
3
3
3

1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

藝31

麗
訂1
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　　　こ　　　ぶ
ゴブ（五分葱）
　　　こ　ぶ
ゴブ（五分）

ゴマン（五万）

これ（冊疋）1［代］

　　（これ）1

これ（コレ）［感］

　　　　こんげつ
コンゲツ（今月）

コンド（こんど）

Konpeini（コンペイce）
　　　　　さいじやう
サイジョウ（最上）1

　　　　　（最上）三

　　　さが
さがる（下る）2

　　　（下る）1

さき〔先〕

　　さく
サク（策）

させる
　　　さ　つ
サツ（上襟）

　　　　ざんねん
ザンネン（残念）

Sanfuranshisuko

（サンフランシスコ）

〈地名〉

しかし［接］

しけ〔時化〕

　　　じつ
ジツに（実に）〔副］

しっかりする
　　　　しなもの
しなもの（品物）

　　しば
しば（芝）

しまう（しまふ）　　　1
　　　　ぢみず
ジみず（地水）

　　　しめ
しめる（屠る）　　　　1
　　　　じゃわ
Jawa（爪畦）〈地名＞

Shanhai（上海）〈地名〉
　　　　　しうせん
シュウセン（周旋）
　　　　　　　しうせん
シュウセンさす（周旋

さす）

ジュウユジすぎ（十二

字すぎ）

ジュウマン（十万）

ジュウマンリョウ（十

和漢外混闘
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　　　　　　　　　　和漢外混固

万両）　　　　　　　　1
　　　　　しやうくわん
ショウカン（商舘）　　　1
　　　　　しやう
ショウさん（商さん）

＜人名＞　　　　　　　　　　　1
　　　　しやうち
ショウチ（；承知）　　　　1
　　　　　　せうち
ショウチする（承知す

る）　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　じゃうなふ
ジョゥノウする（上納

する）　　　　　　　　　　1
　　　　　　　しやうべ
ショウベえさん（商兵
ゑ

衛さん）〈人名＞　　　　　　　　　2
　　　　　しやうはふ
シヨウホウ（商法）　　　1
　　　　　しやうもの
ジョウもの（上物）　　　　　　1
　　　　　ちよちう
ジョチュウ（下女）　　　i
　　　　　　しろうとぐち
しろうとぐち（素人口）1
　　　　しろもの
しろ竜の（代物）　　　1
　　　　　しんせう
シンショウ（身・生）　　　1
　　　　じんぶつ
ジンブツ（人物）　　　　1

ズイフン（ずるぶん）　　1
　　　　　すぢ
すじだらけ（筋だらけ）王

する〔為〕　　　　　5

セイイツパイ（性一ぱ

い）〔精一杯■副］

　　　　　　　かいちう
セカイジュウ（世界中）
　　ぜ　ひ
ゼヒ（是非）［＝皇室］

　　　　　せんぴょう
センビョウ（千俵）

そこ（其処）3　　　　4

　　（そこ）1

　　その
その（其）〔連体］　　　1

それ［代コ　　　　　　1

それをこ［援］　　　　1
　　そん
ソン（損）

そんな［連体］　　　1
　　　　そんもう
ソンモウ（解毛）
　　　　　　　たいしゃう
ダイショウホウ（大商
はう

法）1

　　（大商法）1

タイソウ（たいそう）
　　　たいウ
タイリ（大利）
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ダイロク（大六）〈店名〉

たかしまや（高嶋や）

〈店名〉

　　だだす（出す）

　　　　たちのき
たちのき（立退）
　　　　たちま
たちまち（忽ち）［副］

　　たたつ（立つ）

　　　たまご
たまご（鶏卵）

たまらねえ

ちぎれる

ちっと［副］

チュウモンする（ちゅ

うもんする）
　　　　ちよつと
ちょっと（一寸）［副］　1
　　　つ　ぢ
つきジ（築地）〈地名〉

　　　　つけこ
つけこむ（附込む）　　1
　　　つけ
つけ’る（付る）1　　　　2

　　　（つける）1
　　　つがう
ツゴウ（都合）

　　　　　つみつみあがる（積上る）　1
　　　　つみこ
つみこむ（穣込む）　　1

つもり〔積〕　　　　5
　てて（手）　　　　　　3
　　　　　　で　きあひ
できあいみせ（出来合
みせ

店）　　　　　　　　1

でき’る　　　　　　　1
　　　　ででなおす（出なおす）　1

てもと（手元）　　　　1

どう［調］　　　　　　2

どうカ、［畠珂］　　　　　　　　1

　　　たうじ
トウジ（当時）

　　　　　　　とうウう
トウリュウする（逗留

する）

　　とき
とき（時）　　　　　1
　　とこ
とこ（処）　　　　　1
　　　と　こ　ウ
とコリ（一i一行李）

　　　　とびだ
とびだす（飛出す）　　1

とんちんかん　　　　1

どんな［連体］　　　　1

和漢外混固
　　　　　　1
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2

　　　なじみ
なじみ（知己）

　　なに
なに（何）2

　　（ナニ）2

　　なま
なま（生）　　　　　1
　　なみ
なみ（並）　　　　　1
　　ななる（成る）1　　　　　4

　　（なる）3
　　　　　　なんゑんまい
ナンキンマイ（南京米）

　　　　ななんでも（何ンでも）

　　　　　　£副3　1
　　にく
ニク（肉）

ニサンネン（二盃年）
　　　　につだん
二・ツポン（El本）〈國名〉

　　　　　　　につぼん
鵡ッポンソウば（臼本
そうば
梢場）

ねえ［形］　　　　　8

ねぎりつける　　　　1
　　ねねる（寝る）　　　　1

のぞむ　　　　　　　1

のる〔乗〕　　　　　1

はいる　　　　　　　　2
　　　　　　はくらんくわい
バクランカイ（博覧会）

　　　　はこだて
はこだて（函舘）〈地名〉

はじめ

はじめて［副］

はずれる

ぱっと［謝］

はて（パテ）［感］

ははあ（ハハア）［感］

はばかりなカミら［醐］

　　はま
はま（浜）〈地名〉

　　はら
はら（腹）

　　　　はんくち
ハンくち（半口）
　　　　　はんじやう
ハンジョウ（繁昌）

　　　はんま
ハンま（半間）
　　　　　ひきかへ
ひきかえる（引替る）
　　　　ひきと
ひきとる（引取る）
　　　　ひさ

　　　　　ひひっかかる（引ッかか

和漢外混薗
1

4

1

　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　1

ひさしい（久しい）［形］1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

　　る）

237ひと（人）

23Sひとしお（　しほ）
　　　　　ひなた
239ひなた（沼向）
　　　　　ひまし
246ひましGヨ増）
　　　　　　ひろ241ひろげる（廣げる）

　　　ぶ蹴　ブ（分）

243　　　ふ　く〔吹〕

　　　　　　　　　ふくち
244フクチセンセイ（福地
　　せんせい
　　発生）＜人名＞

245ふつかめ（二田　KD　　1
　　　　ふね
246ふね（舩）　　　　　1
　　　　　　　　ふべんけう
脚　フベンキ滋ウ（不勉強）

248ふむ〔踏〕　　　　　　1
　　　　ふ249ふる（降る）　　　　　1
　　　　　　　ふるくさ
250　ふるくさい（古臭い）

　　　　　　　　［形］　2

251ふんめえる（ふんめへ

　　る）　　　　　　　1
　　　　へる
252へる（滅）　　　　　三
　　　　　す
253ほす（乾）　　　　　1
　　　　　　　　　　ほね
脳　ほねぬきどじょう（骨
　　ぬき
　　抜どぜう）　　　　1
255　ボラ〔法虫累〕

　　　　　　ほんこん
256　Honkon（香港）〈地名〉

癬　まず（まつ）［謝］

258　まだ［｝鋼］

259　　　まつ（手寺）〔鋤］

26｛｝　　ま　っぴら［調］

261　まとめる

262みえる（見へる）

263みこむ（見込む）
　　　　みせ26，iみせ（店）

265みっしり［副〕
　　　　　みなと
266みなと（港）

267みる（兇る）
　　　　　　めくて　
268　メクテキ（目的）

269めったにf翻］
　　　　　　めん27B　メンなし（綿なし）

225

灘二！漢外混固

1

1

1

1

1

1

　1
1

1
2
1
1
1
王
1
2
1
1
3

1

1

1

1

1

1

1



271　もう（モウ）［副］

272　もうかる
　　　　　もうけ
273　もうけ（利易）

274　もうける
　　　　　　もくてき
275　モクテキ（9約）
　　　　　も
276　もつ（持つ）

277　もん〔者．物〕
　　　　　　　　　やながは
278　やながわリコ．ウ（麺β月｛

　　ウラ
　　流）

279　　　ゆ　く（行く）

280　ヨウ（やう）〔埼禁〕

　　　　よみ281　　　よ　う　（酔）

　　　　　　　　ようかう
282ヨゥコウする（回航す

　　る）

　（5）

1　あいつら［代］

2　あがる
　　　　　　　く3　あげク（あげ句）

4　あける〔明〕
　　　　　あっ
5　あつい（熱い）［形］

6　あつらえ，こむ（あっら

　　へこむ）

7　あの［連体］

8　Amerika（あめりか）

　　〈国名＞

9　ある〔有〕

　　　　　　　女
10　あんねえ（あンねへ）

11　いい［形］

12　いいがかる（いひがか

　　る）

13　いいプン（いひぶん）

14　いう（いふ）〔書〕

　　　　いく15　　し・く（往）

　　　　　　いじょう
16　イジョウ（以上）
　　　　　いちぶ
17　イチブ（壱分）
　　　　　　　めい18　イチメエ（一枚）
　　　　　　いちんち
19　イチンチ（一日）

和漢外混囲
i

2

1

1

　　i

1

3

　　　　　　1
i

　　l

1

　　　　1

しょくにん　ち）ツばら

和漢外混固

3
選
理8
8
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號
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和
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職人→仲間の松（諸工人の侠書・初編）
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0
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　　　　　　　　　　和漢外混固
　　　　よくぞう
ヨクゾウ（欲蔵）〈人名＞　　　　　　2

よこはま（横浜）〈地名〉

　　　　（よこはま）1　　　　　　　1
　　　　　はら
よしわら（吉原）〈地名＞　　　　　　1

よみ〔読〕　　　　　1
　　　らしゃ
Rasha（羅紗）　　　　　　1
　　　りすげ
りすけ（利助）〈人名〉　　　　　　王
　　　　　れうけん
リョウケン（了簡）　　　1
　　　　　ろうぼう
mウギュウ（老牛）　　　1
　　わわく（沸く）　　　　1
　　　わる
わるい（悪イ）〔形〕　　1

延べ語数　　　　　　2656322028

異なり語数　　　　1875922024

　　　　　いっせう
イッショウ（一チト）1

　　　　　（壱升）1
　　　　いつべゑ
イツペエ（一・；杯）

いる（みる）〔居〕

　　　いろけ
いうけ（色氣）

　　いん
いん（犬）

うええ（ウエエ）［感］

　　　　5セまさ

　　　　　　　　だうかれだす（うかれ出

す）

うける〔受〕

うち〔内〕

　　　うちだうちだ（内田）〈店名〉

うぬ［代3

　　　う
うる（売る）

　　　うはき
うわキ（浮無）

ええ（エエ）［感3

おいおい（ヲイ〉）

　　　　　　　［感］
　　　　おほかみ
おおかみ（狼）

おく〔置〕

おごる

　　　　　　　　　和漢外混固
　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　1

うおまさ（魚政）〈店名＞　　　　　　1

　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　1

1
　
1
1
　
2
　
1
1
2
1

1

1
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S。

ｷ
戯
認
藪
妬
妬
σ
娼
4
9
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引
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脇
騒
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5
6
留
総
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6
。
飢
飽
田
餌
6
5
6
6
研
銘
翻
m
質
η
聡

おさらば

おしだす

おしむ（をしむ）〔惜〕

おショクニンさま（お

しょくにんさま）

おそれる　　　　　　1
　　　　　　つぎ
おつきさま（お月さま）1
　　　をとこ
おとこ（男）　　　　1

おもう（おもふ）　　　1

おもしろい［形］　　　1

おもて　　　　　　1

おら［代］　　　　　1

おらあ（おらア）［代］　2

があ（ガア）〈鳴き声＞　1

かかあ（カカア）　　　2
　　が　き
かキ（該兜）

かて〔繧〕　　　　　1

がなりだす　　　　　1
　　から
から（庸）〈圏名〉

からす〈動物＞　　　　1

からだ　　　　　　　2
カ、凌つり（かはり）　　　　　1

　　　かんじ
カンジ（勘次）2〈人名〉

　　　（かん次）1
　　　かんだ
かんだ（神田）〈地名〉

きく〔聞〕　　　　　2

きはだ〈魚名＞　　　　1

きめる　　　　　　1
　　くくうC喰う）　　　　　　1

ぐずぐずする（ぐず

〉する）　　　　1
くそ〔糞〕　　　　　1

くちはばつてえ（口は

ばってへ）　　　　1
くる〔来〕　　　　　6

くれる〔呉〕　　　　3
　　　　　　にん
ゲイニン（げい入）
　　　　げへふん
ゲエブン（外聞）

　　　けけえる（帰へる）1　　2

和漢外混固
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　　　　　　　　　和漢外混固
　　　けへ
　　　（帰る）1

　　げたゲタ（下駄）　　　　　1
　　けつ
けつ（滉）　　　　　1

こう（かう）［副］　　 1

こう（コウ）［感］　　　　2

ゴチソウ（ごちそう）　　1

こちとらあ［代］　　　1

こつ〔事〕　　　　　1
　　　こ　　つ
こつ（小塚原）〈地名＞　　　　　　　1

こと〔事〕　　　　　2
　　　　ごみとウ
ごみとり（螢取）　　　1
　　こめ
こめ（米）　　　　　1

さかずき（さかづき）　1
　　　さかな
さかな（肴）　　　　　1

さき〔先・前〕　　　1
　　さけ
さけ（酒）1　　　　3
　　（酒）？

さげる　　　　　　1

丁目み　　　　　　　1

させる　　　　　　　1
　　さつ
サツ（札）　　　　　　1

さらべ［副］　　　　　1

さわぎちらす　　　　1
　　　　さんかヘ
サンゲエ（三界）　　　　1

サンザッばら（さんざ

ッばら）［副］　　　　　　　　1
　じジ（字）　　　　　　　1

しかた　　　　　　　1
　　　しごと
しごと（仕事）　　　　2

シジュウづらあ（四十

づらア）　　　　　　　　　王

シチジュウ（七十）　　　1

シチニンぐらし（七人

ぐらし）　　　　　　　　　1

しま5　　　　　　1
しみったれた［連体］　1

しみったれめえ（しみ

ったれめへ）　　　1
　　　　しやウざ
シヤリキ（車力）　　　　1
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　　　じふ
ジユウ（十）

　　　　　せうべん
ショウベン（小便）
　　　　　しょくにん
ショクニン（職人）1
　　　　　しょにん
　　　　　（職人）1

しらんかおのハンベ
　　　　　　　ばんエ（しらんかほの義

兵へ）〈擬人名〉

　　　　じんりぎ
ジンリキ（人力）

　　　すいくわ
スイカ（薩瓜）

ズイトクジ（ずるとく

じ）〔鑓徳寺〕

すっぽん

すノウテン（すの5て

ん）

する〔為〕

セヘクビンボウひと
　　　　せへく
だから（細工びんぼ
　ひと
う人だから）

　　　　ぜにかわ
ゼニかね（銭金）
　　　　せ　わ
セワやき（世話やき）

そう（さう）［副］

そして［擾］

そっけ

その［連体］

それなり［調］

　　　　　たこぼうず
たこボウズ（蛸坊主）

だす（出す）

たたきわる
　　　　たちうウ
たちうり（立売）

たて

たまらねえ（たまらね

へ）

たれる

ちがう（ちがふ）

チョウド［謝］
　　　　　ちょんき　な
ちょんきな（人力車）
　　　　つきゑゑ
つきええ（附合）

つけ
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　　　　　　　　　和漢外混固
つつ々ま『えりこむ（つつ

ぱへりこむ）　　　1

つもり　　　　　　1
つら〔面〕　　　　　2

できる　　　　　　1

でっちる　　　　　　1
　　　　てつほう
テッポウ（鉄砲）　　　　1
　　　ててめえ（手めへ）［代］　2

　　　（てめへ）1

　　ででる（出る）　　　　1

テンジョク（天ぢょく）

〔天笠〕＜国名＞　　　　　　　　　1
　　　　　とうウう
トウりユウ（棟梁）　　　3
　　　　　　　　とう
トウリュウデエク（棟

りう

梁でゑく）　　　　　　1

とおぼえ（とほぼへ）1
　　とけ
とけ（処）　　　　　2

とこ（処）　　　　　1
　　とつ
とつ（処）　　　　　1

とびこむ　　　　　　1
　　　　とびだ
とびだす（飛出す）　　1

ない［形］　　　　　1
　　　　　　　なかま
なかまづきええ（仲間
づき　ゑ

附舎）　　　　　　1
　　ななく（暗く）　　　　1
　　な　ま
なま（生肉）　　　　1
　　　なみ　
なみき（覚木）〈地名＞　　　　　　1

ならべる　　　　　　1
　　なる
なる（成）1　　　　7
　　（なる）6

なん〔何〕　　　　　1
　　　　　　なんきんめヘ
ナンキンメへ（南京米）　　　　　1

なんぼ［劇3　　　　　王
　　　　にあか
二二あカミり（二上り）　　　　　　　　　　1

にげる　　　　　　　玉
　　にし
にし（西）　　　　　1
　　　ぶニブ（二分）　　　　　1

ねえ［形］　　　　　　8
　　ね　こ
ねこ（芸妓）　　　　1



　　　　　　　ねんぢう
17Qネンジュウ（年中）

171はしける

172　はじまる

173はずす（はつず）

174　ハチエモンがしら（八

　　右衛門かしら）〈人名＞

175ハチエモンさん（八右

　　徳門さん）〈人名＞

176ばったんコク（ばった
　　　こく
　　ん國）〈国名＞

177ハッつあん（八さん）

　　〈入名＞

178　ばばあ（ばばア）

179　をま｛1オごカ、りなカミら［冨理］

180　　　をまやし、〔早〕［形］

　　　　　　　　　はんしゃう
181　バンショウバイ（半商

　　売）
　　　　　ひがし
182ひがし（東）

183ひと〔人〕
　　　　　　　ひとしごと
184ひとしごと（入仕事）

185　ビンボウゆるぎ（びん

　　ばうゆるぎ）
　　　　　　　　　まが
1S6びんまがる（びん曲る）1
　　　　　ふたつ
187　ふたつ（瓢合）　　　　1

188　＄、り〔拐蔓〕　　　　　　　 2

189ふる〔降〕　　　　　　1

190　ホンの（ほんの）［連体コ

191まあ（まア）〔感］　　　l

192　　　まづま（まつ）［苺匪：1　　　　　　　　1

　　　　まつ193　まつ（松）1〈人名〉

　　　　（松）1

19已まぬけ　　　　　　　1
　　　　　　ま195　まもなく（1’enもなく）

　（注1）
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　　　　　　　　　　和漢外割固

　　　　　　　〔認　1

みかける（見かける）　1
　　みぎ
みぎ（右）　　　　　1

みっともねえ（みっと

もねへ）［形］　　　i
　　めへ
めえ（前）　　　　　1
　　めし
めし（飯）　　　　　1

もう（モウ）［副］　　 1

もつ〔持〕　　　　　1

もん〔物〕　　　　　1
　やや（矢）　　　　　　1
　　　　　　み　そ
やぎミソ（やき味噌）　　　　　　　1

やすみ・　　　　　　1

やっつける　　　　　1

やめる　　　　　　　　1

やり〔槍〕　　　　　1

やる　　　　　　　　　1

ヤロウ（野鄭）1　　　　　3

　　　（やらう）2

　　　　ゆゆあがり（湯あがり）　1
　　　ゆふぺ
ゆうべ（献酬）　　　1

ゆく〔行〕　　　　　2
　　ゆ　け
ゆげ（湯氣）　　　　1
　よよ（夜）　　　　　　1

ヨウ〔様〕　　　　　　　3
　　　　　よこちやう
よこチョウ（横町）　　　　　　1
　　　よやかよやカ』（夜中）　　　　　　1

よる〔夜〕　　　　　1
　　　　　れうけん
リョウケン（了簡）　　　1

わけ　　　　　　　　王

延べ語数　　　　　　207　4001719
異なり譲｝数　　　　　　　　15732　0　17　16

飛田良文「明治初期東京語の指定表現体系」（『方言研究の問題点』困治書院

　　　　昭和45年7月刊）

飛田良文「明治初期東京護の否定表現体系」（『国立国語究究賑論集5　こと

　　　　ばの研＝究5』（秀英出版　昭瀦49年3月刊）

飛田良文f明治初期作品の敬語」（『敬語講廃5　明治大正時代の敬語』明治

　　　　　　　　　　　　　229



　　　　　　　　書院昭和49年5月刊）

　　　　飛闘良文「『西洋道中膝粟毛』における指定表硯体系の実態」（「月刊文法」

　　　　　　　　la召　iFTI44年12月）

（注2）　鈴木英夫r『安愚楽鍋』にみられる漢語とその表詑について」（「共立女子短

　　　　　　　　期大学部紀要　15」　昭和47年3月）

　　　　鈴木英夫「『安愚楽鍋』の語法」（F共立女子短期大学部紀要17」　昭和48年

　　　　　　　　10月）

　　　　古田東朔「『安愚楽鍋』の登場人物とその音誰」（『松村明教授還暦記念國語

　　　　　　　　学と国護史』開治書院　昭和52年11月）

（注3）　（B）に属する人物は，引用文からは話し手の性別や発話老を区別できない場

　　　合があるので，便宣的に合併したり，性別をきめた人物もある。

（注の　梵語は漢語を通して輸入されたので，漢語として扱った。

（r主　5）　池上禎造「漢語流行の一時期」（「国語国文」第26巻第6暑）
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